
～スクールヘルパー山崎せいじさん～ 

Ⓠ立っていて危険だった時はありますか？ 

Ⓐ最初の時は、１年生が走ってきてひかれそ

うになって危なかった。旗を持ってなかった

から手で止めようとして 

「ハイタッチ伝説」ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



～最後にみんなに一言 

 

いつも子供たちの笑顔で仕事を頑張っていま

す。仕事場のみんなも元気になっています。 

山崎せいじさん 

スクールヘルパーの人たちは、僕たちのことを車から

守りながら、ハイタッチをしてくれているので、安全

に気を付けながら登下校しましょう。 

松井 蒼汰 


